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四
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対
外
投
資
理
論
の
再
検
討

—

対
外
投
資
函
数
の
採
用——

宮

尾

尊

弘

一
、
序 

'

.ニ
、
モ
デ
ル
の
設
定

三
、
均
衡
成
長
経
路
:.
'

四
、
存
在
とI

意
性

五
、
小
域
的
安
定
性

六
、
対
外
投
資
の
過
大
性

七
、
最
適
成
長
と
対
外
投
資

一
、
序

従
来
ま
で
の
樊
物
的
な
国
際
資
本
移
動
の
理
論
な
い
し
対
外
_

の
理
論
は
、
国
内
に
襲
さ
れ
た
既
存
の
資
本
ス
ト
ッ
ク
が
ー
国
か
ら
他
国 

へ
瞬
時
的
に
移
動
可
能
で
あ
る
と
い
ぅ
仮
定
を
、
そ

の

分

析

の

塞

な

義

と
し
て
&

。
そ
こ
で
は
、
羅

的

な

1
1

に
制
限
が
課
せ
ら 

れ
な
い
限
り
、資
本
の
収
益
率
の
ょ
り
低
い
国
か
ら
ょ
り
高
い
国
へ
と
ス

す

ス

に
資
本
ス
ト
ッ
ク
が
移
動
し
て
、議

的

な

資

本

の

収

益

率

の

差

 

興
を
た
だ
ち
に
讓
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
仮
定
に
.よ
つ
て
、
資
本
の
収
益
率
の
国
際
的
均
等
が
ど
こ
で
も
常
に
成
立
す
る
こ
と
と
な
り
、

モ
テ
ル
分
析
は
著
し
く
'単
純
化
さ
れ
え
た
の
で
あ
る
。
ま

た

、

そ
の
よ
う
な
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
自
由
な
移
動
は
顏
的
な
資

源

の

I

配
分
を
も 

た
ら
す
と
い
う
信
念
も
、

こ
の
仮
定
が
実
証
的
な
対
外
投
資
理
論
に
お
い
て
普
遍
的
に
採
用
さ
れ
る
こ
と
を

助

け

た

と
思
わ
れ
る
。
キ

ン

ド

ゥ

レ 

バ
丨
ガ
丨
は
、
彼
の
主
著「

顏
経
済
学」

S

接
投
資
に
関
す
る
結
論
の
部
分
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。r
将
產
大
な
顏
的
企
業 

ゥ
f

資
本
お
よ
び
土5

に
-
^
す

る

報
®
を
；
^

化

し

国

民

，的
企
業
が
一
国
内
で
技
術
を
普
及
さ
せ
る
よ
う
に
諸
国
間
に

技
術
を
菩
及
す 

る
重
要
な
媒
<
4と
な
る
傾
向
力
あ
る
。.し
か
し
、
大
部
分
の
ァ
メ 
U

力
の
企
業
；が
国
内
投
資
よ
り
も
外
国
投
資
か
ら
よ
り
高
い
収

益

を

得
て
い 

.

る
と
い
う
囊
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
る
よ
う
に
、
現
在
の
と
こ
ろ
ま
だ
；

0
Q

理
想
に
達
し
て
い
な
^

。

」

、

し
か
し
、

I

れ
が
実
I

響

デ

ル

I

T

擊

、f

の
は
、
望
.ま
し
|

_

は
な
く
、
麗

に

I

能
な
事
実

i
 
I

囊

塵

I

I

し
て
い
る
l

i

く
、
養

わ

た

n

f

 I

S

1

I

」

そ

力
分
析
さ
れ
、
説
明
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際
に
、

一
国
に
既
に
投
資
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
実
物
資
本
ス

ト

ッ

ク

が

容

易

I

国
に
移 

動
可
能
で
あ
る
と
す
る
非
現
実
的
な
仮
定
は
排
除
さ
る
べ
き
で
き
と
？

る
。
以
下
の
モ

デ

ル

は

、

次
の
よ
う
な
観
察
可
能
な
事
実
あ

る

い

文 

も
っ
と
も
と
思
わ
れ
る
仮
I

霊
し
て
霊
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

， 

-

f
ぐ

第
一
に
、
.

当
該
期
間
ま
で
に
既
に
一
国
内
に
投
資
さ
れ
た
実
物
資
本
ス
ト
ッ
ク
は
、国
際
的
に
い
か
な
る
収
益
率
の
差
異
が
存
在
し
よ
う
と

も
、
 

そ
の
国
か
ら
他
国
へ
移
動
す
る
こ
と
は
な
い
。

第
二
に
、
当
該
期
間
に
お
け
る
一
国
内
の
貯
蓄
は
、
そ
の
一
部
が
外
国
へ
の
投
資
と
な
り
、
そ
の
残
り
が
国
内
へ
の
投
資
と
な
る
。
そ
れ
ぞ
1

 

の
投
資
は
、
そ
れ
ぞ
れ
SQ

資
本
ス
ト
ッ
ク
の
付
加
分
を
形
成
す
る
。
暴

、

一
国
の
総
s
i
f

対
外
投
資
の
割
合
は
、

一
 

のIbi

の
収
益
率
に
比
較
し
て
外
国
の
収
益
库
が
高
く
な
る
に
つ
れ
て
増

大

す

る
で
あ
ろ
う
。

第
三
に
梟
の
収
益
率
に
比
較
し
て
外
国
の
収
益
率
が
低
い
よ
う
な
国
は
、
対
外
投
資
を
行
な
わ
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

自
国
の
J

率 

に
比
較
し
て
外
国
の
収
擊
が
い
か
に
高
か
ろ
う
と

、

自
国
の
貯
蓄
の
す
べ
て
を
対
外
投
資
に
向
け
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

一

r

 

対
外
投
資
理
論
の
W
検
討

七

七(

四
五
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七

八(

S
ハ〇)

以
上
の
諸
^
は

こ

.れ
ま
で
の
い
か
な
る
国
際
資
本
移
動
の
理
論
に
よ
っ
て
も
考
慮
さ
.れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
言
え
る
。
も
っ
と
も
、
第
一
.

の
事
実
を
霊
し
た
モ
デ
ル
は
、
長
期
の
均
衡
成
長
状
態
の
み
を
問
題
と
す
る
腺
り
、
資
本
ス
ト
.ッ
..ク
が
自
由
に
移
動
し
う
る
従
来
の
モ
デ
レ
と

同
様
の
帰
結
を
導
く
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
長
期
の
均
衡
成
長
経
路
に
お
い
て
は
、
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
増
分
で
あ
る
投
資
が
自
由
に
移
動
す
る

こ
と
り
賞
本
ス
ト
ソ
ク
の
自
由
な
移
觀
と
実
質
的
に
同
じ
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
均
衡
成
長
以
外
の
経
路
に
か
か
わ
る
安
定
分

析
に
お
い
て
、
両
者
は
異
な
っ
て
こ
よ
う
。
ま
た
、
さ
ら
に
、
.第
二
、
第
三
の
事
実
の
考
慮
は
、
従
来
ま
で
の
結
論
を
著
し
く
修
正
せ
し
め
る
。

.こ
こ
で
は
体
限
^
:
:

な
政
第
や
^
害
が
存
在
し
な
い
長
期
均
衡
に
お
い
て
さ
え
も
、

一
般
に
国
際
的
な
収
益
率
の
差
異
は
解
消
し
な
い
。
tr
4A
x

資
が
存
在
し
な
い
場
合
の
収
益
率
の
相
違
は
、
対
外
投
資
が
起
こ
る
こ
と
に
よ
っ
て(

あ
る
条
件
の
も
と
で)

縮
小
さ
れ
る
が
、
そ
の
差
は
肖
滅
し

な
し
こ
の
こ
と
は
、
従
来
ま
で
の
対
外
投
資
モ
デ
ル
で
主
.張
さ
れ
て
き
たr

対
外
投
資
の
過
大
性」

す
な
わ
ちI

I

際
的
に
自
由
な
資
本
移
動
は

投
資
国
の

3 0
0
^

得
を
最
大
化
す
る
よ
う
な
投
資
国
の
観
点
よ
り
す
る
最
適
な
点
を
越
え
て
過
太
に
な
さ
れ
る
と
い
う
命
題
を
、
直
接
に
f

せ 

し
め
る
で
あ
ろ
う
。

(

注
1)

例
え
ば
，
M

‘
c
•
.
ヶ
ン
プ〔

4〕

第
十
三
章
天
野〔

1〕

第
七
章
、
根
岸
.〔

6〕

、
浜
田〔

2〕

等
を
参
照
。

(

注
S)

対
外
投
資
の
過
大
性
へ
の
批
判
と
修
正
は
、
贸
易
を
も
考
慮
し
た
分
析
に
よ
っ
て
も
な
さ
れ
て
い
る
。
注
1
の
文
献
を
参
照
。

£4̂

本
稿
の
よ
う
な
対
外
投
資
の
取
り
扱
い
方
お
よ
び
そ
の
実
際
的
解
釈
に
つ
い
て
、
矢
内
原
勝
教
授
•お
よ
び
大
山
道
広
助
手
よ
り
有
益
な„ 

メ
ン
ト
を
ぃ 

た
0̂
い
た
。
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
機
会
に
、
指
導
教
授
で
あ
る
千
種
義
人
先
I

も
、
日
ご
ろ
の
御
指
導
に
対
し
て
御
礼
を
中
し
上
げ
た

' 

. 

. 

•

ニ
、

モ
デ
ル
の
設
定

帶
化
の
た
め
に
、
A
国

•

 B

国
の
ニ
国
の
み
が
存
在
し
て
、
あ
る
国
の
対
外
投
資
は
そ
の
国
の
経
常(

投
資
財)

産
出
物
を
他
国
に
持
ち
込
む

と
し
て
、
次
の
よ
う
に
記
号
を
定
義
す
る
。

こ
と
に
ょ
つ
て
遂
行
さ
れ
る
と
仮
定
す
る
*
そ
れ
ぞ
れ
.の
国
を
表
わ
す
添
字
を
气 

Y,
第
.名
国
の
国
民
所
得(

.名
na

、
6) 

x t
-

翁
..；*

固
の
.固
内
総
生
産

(

.
名

；：；；；

6)

1-
~

第
•名
国
の
総
投
資(

ゼ
"

a
、
6)

- 

S*
第
，'国̂
の
貯
蓄
率(

.
I
" 

f
t 

' 

6 

^

L

.
第
ゼ
国
か
ら
第
ゴ
国
に
.な
さ
れ
た
投
資
量(

.名=

气

み

、
'

 

ゴ
n

び
、
6)

.

K

第
•名
国
が
所
有
し
、
第
i
国
で
使
用
さ
れ
る
資
本
ス
，ト
ツ
ク(

.名

み

、
a

 

A 

r

第
•
.!
闺
の
収
益
率
{>=

«•
、
6)

L-
I

第
.丨
国
の
労
働
最 

(

.名
='

«.
、.
ろ)

対
外
投
資
か
ら
の
収
益
は
毎
期
本
国
に
送
金
さ
れ
る

と

仮
定
し
て
、
先
に
指
摘
し
た
三
点
を
霊
す
る

な

ら

ば

、

次
の 

一

衡

モ
 

出
来
る
。
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+
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投
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検
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四
六
一
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(

四
六
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<
B国〉IP

Y
J
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” 

"

r

+

r

(
1

CP
*)

=
/
?
{
m
a
x
(
r
a
l
r
A
'
o
)
}

.
^

=
x

6
+

r
w

ぎ
丨 n

K
l

 

X
6
=
F
6
(
«
J
+
K
t
,
r
)

た
だ
し
、
I

お
よ
び
§) 

Q
嘉
貯
蓄
に
占
め
る
対
外
投
資
比
率
を
表
わ
す
び
お
よ
び
パ
は
、
.「

対

外
投
資
麗
.

き
も
の
で
、
次
の
よ
ぅ
な
性
質
を
持
つ
も
の
と
仮
定
さ
扣)

る
。

X
O
T
O
. 

a
(
o
o
)
N
f

 

岔
^

^
气
>
0

z
x
s
n
o
y
5

(

8

ll
l
'

^
'
j
:
^

w
o

ま
た
、
生

産

麗

は

、

一
次
同
次
で
限
界
唐
カ
讀
と
い
ぅ
通
常
の
新
古
典
派
的
II

満
た
す
も
の
と
す
る
。

さ
て
一
時
的
に
は
資
本
ス
ト
ッ
ク
量
K r
k 6
、
K
i

お
よ
び
K a
6
が
す
べ
で
与
え
ら
れ
て
お
り
、
労
働
量

U

お
よ
び4

も
与
え
ら
れ 

る
か
ら
、
I
 
§

 
§

お
よ
び
g)

よ
り
、
醫

の

国

内

産

崖

ろ

x 6
お
よ
び
収
益
率
'

 n

が
決
定
さ
れ
る
。

し
た
が
つ
て
、
 

(3a) 
i

よ
り
両
国
の
国
民
所
得
Y„
、
Y
,

が
求
ま
り
、
さ
ら
に
、(la) g

) I

つ
て
、
両

国

の

総

馨

I

I
1
6
が
決
定
さ
会

。
そ 

し
て
、
既
に
定
ま
つ
て
い
る
両
国
の
収
益
t

、

S

差
に
依
存
し
て
、(

ぎ

g)
か
ら
、
対
外
投
資
比
率
を
、J

.
K
、

し

た

が

つ

て

7

 

1
%

 

お
よ
び
し
が
求
ま
る
の
で
あ
る
。
 

I

次
に
、
.体
系
の
動
学
的
運
動
を
調
べ
る
た
め
に
、
以
下
の
動
学
式
を
一
時
的
均
衡
体
系
.に
加
え
よ
う
。
簡
単
化
の
た
め
に
、
資
本
ス
ト
ッ
ク
の

(2 6 )

雪

(

4
S(5 5)

と
で
も
呼
ば
れ
る
ベ

(6 

P)

I

減
耗
率
が
ゼ
ロ
で
あ
る
と
仮
定
^
る
と
、
 

.

.

.
：

 

'

n

s

 

Haa 

3 

ノ

(7 a)

W
a
6
=
l
a
6

 

、
o 
ノ

(8 a)

^

2
) 

r

 
?

 

(
s)

を
う
る
。
ま
た
、
労
働
量
は
毎
期
一
定
率
で
増
加
す
る
と
仮
定
さ
れ
る
が
、
そ
の
増
加
率
が
両
国
で
相
違
す
る
な
ら
ば
、
長
期
に
お
い
て
、
い
ず 

れ
ヵ
の
国
の
経
済
の
規
模
が
他
固
に
比
し
て
ネ
グ
リ
ジ
ブ
ル
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
麗
の
露
の
成
長
率
が
同
一
で
あ
る
場
合
の
み
が
考
察 

に
値
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
か
く
し
て
、
次
の
よ
う
.に
仮
定
す
る
。

r
J
r

 

. 

I

r
=
7
L
U
,

 

n
v
o

(9 b)

ま

た

一

般

性

寞

う
こ
と
な
く
、
両
国
の
労
働
最
の
初
期
値
が
同
一
に
な
る
よ
う
に
：̂
産
麗
を
定
義
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
か
く
て
、(9

色

(

9
S

と
と
も
に
、
す
べ
て
の
期
間
に
つ
い
て
、

r
=
r

(

=
r
s

) 

§)

と
な
る
。.
す
る
と
、
各
国
の
労
働
者
一
人
当
り
の
各
国
の
変
数
を
小
文
字
で
書
く
な
ら
ば
、
体

系

(

I
f

 
i

は
、
次
の
よ
う
に
表
わ
す
こ
と 

が
で
き
よ
う
。

r
+

n
r

 =
〔l

l
{々
m
a
x
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n
—
r
s
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}
>
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(13 a)

対
外
投
資
i

g

l
 

八一

(

■

一

一

)



3
"
/
a

(

r

+

r)

.

a
\
r
p
+
k
Ey 

f +
 w

r
=
{
l

 
l
b
s
a
x

(

r
m
o)

}
>

§

み
ぎ
+
さ
^a 

"
h
3
a
x

(

r
a 

-• 

r
*
o

)

r
デ 

y
b
=
f

 
屮

- i
a
k 
ぎ

I
r

l
k

e
l

,

«
=
/
i

(

r

+

^

5
)

ブ

=fb、
{
r
b
+
rシ 

た
だ
し
、&

¥

F

k
 

1)，

>

f

0
 1)

/a(o)lQ, 

/
a

(

8)

=

8

,

^

(

3

=
i=
>

^(
8)

= 

8 

、
e、 >

0

、
、
、
<

0 

/
'

>
0

、
'
、
<

0

S

O

Y
 

8 

/
/
(
C
O
Y
Q

 

^

3

¥

8
 

/
6

、

(

8

t

0 

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
基
本
動
学
式
を
ぅ
る
。

r 
上1

丨

昏 ax
(
/
v
/
/
,

 

o

m

(

/
v
/
'
r
l
/
/
r
l

於
 

■
 

r 

H ロ 
丨

魯
&
い

、
丨/
/
, 

+

p
 —

f
s 

I n
f

f=
a
{
m
a
x
(
/
/
l
/
/
,

 o
)
k
(
/
„
+
/
'
r
l
/
a
、r

)
i
r

へ

，

i

s

pf
>
f
Y
f
p

(

注
1)

こ
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し
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考
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方
が
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の
二
部
門
成
長
モ
デ
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お
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な
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れ
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又
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知
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こ
と
が
で
き
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と
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成
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。
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す
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す
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命
題
一
は
、
対
外
投
資
が
行
な
わ
れ
る
以
前
に
、
A
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B

両
国
の
資
本
の
収
益
率
が
等
し
■い
と
き
、
そ
し
て
そ
.の
と
き
に
の
み
、
.
対
外
投
資
を 

考
慮
し
た
場
合
.(

実
は
こ
の
場
合
に
対
外
投
資
は
起
こ
ら
な
い)

の
収
益
率
が
両
国
で
等

し

く

な

る

こ

と

を

示

し

て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
対

外

|

、、 ゝ

行
な
わ
れ
る
以
前
に
収
益
率
が
麗
で
異
な
る
と
き
に
は
、
対
外
投
資
を
考
慮
し
た
体
系(

2
4
)
1

 §

に
お
い
て
も
、
決
定
さ
れ
る
収
益
率
，
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す
両
国
で
異
な
る
さ

ら

に

こ

の
こ
と
と
、
盡

麗

お

ょ

び

対

外

投

資

麗

の

連
続
性
と
雄

調
性
は
、
対
外
投
資
が
な
さ
れ
る
以
前
の
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の
収
益
率
の
大
小
関
係
が
、
対
外
投
資
を
考
慮
し
た
体
系
に
お
い
て
も(

量
的
な
変
化
鐘
で
あ
る
が)

そ
の
ま
ま
維
持
さ
れ
る
こ

と

.を豪

す
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つ

ま

り

欠

外
投
y

行
な
わ
れ
る
以
前
に
、
収
益
率
が
相
対
的
に
高
い
国
は
、
繁
と
し
て
被
投
資
f

な

り
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そ

れ

が

辱

ぬ
に
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国
は
結
果
と
し
て
投
資
国
と
な
る
。
'こ
れ
を
命
題
一
と
と
も
に
ま
と
め
る
な
ら
ば
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の
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ぅ
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よ
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/
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5
と
な
る
例
が
一
つ
で
も
存 

在
す
れ
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よ
い
こ
と
に
な
る
。
い
ま
/
/

(

め
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が

j
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(
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.に
十
分
近
い
値
を
と
る
場
合
を
考
え
る
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し
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想
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す
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な
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ら
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。
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に
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近
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よ
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と
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よ
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も
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が
よ
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大
で
あ 

る
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
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る(32)

の
ヶ
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ス
を
以
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で
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考
察
の
対
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に
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十
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。
な
ぜ
な
ら
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あ
る
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こ
の
モ
テ
ル
に
お
い
て
、
均
衡
が
一
意
に
定
ま
る
た
め
の
条
件
を
検
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し
ょ
ぅ
。
そ
の
た
め
に
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す
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よ
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よ
り
、
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ら
に
、(

ね)
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て
導
か
れ
る
。
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一
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り
方
直
よ
う
。(

4
1
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よ
り
、

を
与
え
る
な
ら
ば
、
^

が
第
1
図
の
よ
う
I

ま
る
こ
と
が
わ
か
る
。

(
3
7
)

と

(
3
9
)

そ

し

て(39)

を
二
度
利
用
し

>>aa

h

Ja

逆
転
が
生
じ
る
の
は
、

が
増
大
す
る
の
に
対
し
て
、(

4
1
)

ょ
り(

第
1
図
ょ
り)

決
ま
る
^
! 

る
。
こ
の
よ
う
な
逆
転
を
排
除
す
る
条
件
を
求
め
よ
う
。
r
w
r
6
+
^
6

と
置
け
ば
、(

4
1
)

よ
り
、

h
b
“
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r
y
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よ
り
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、
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=
=
l

—

5
r)

で
あ
っ
て
、

対
外
投
資
理
論
の
洱
検
討

.次
に
、
I
は
ど
の
よ
う
に
定
ま
る
で
あ 

ろ
う
か
。.

(
4
0
)

よ
り
、
r
b
+
r
b 

と

rb 

を
与
え
る
な
ら
.ば
、

つ
ま
り
、

パ

r
b十 

k
p
zy
r
b
と

r
t
を
与
え
る
な
ら
ば
、

1 

ガ
第
2
図
の
よ
う
に
決
ま
る
。
こ
の
場 

合
、

一
般
に
U

は
二
つ
の
値
を
と
る
。

か
く
し
て
、(

4
0
)

と

(
4
1
)

か
ら
、
 

f

±

f

に
対
応
し
てj

が
定
ま
る
こ
と 

に
な
る
。
こ
れ
を
次
の
図
で
示
そ
う
。
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で
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が
え
ら
れ
る
。
第
3
図
あ
る
い
は(

$)

よ
り

-

f

へ
{一
^
—：

丨
A

0
と
な
る
か
ら
、

oo
b

が
深
た
さ
れ
る
な
ら
は
C

D
間
に
お
け
る
よ
ぅ
な
ん§

の
逆
転
は
生
じ
な
い
こ

と

に

な

る

。

ま

た

A

B
間(

E

I)

に
も
い
て
も
、
ん
の

逆
転
が
生
じ
る
。
こ
れ
は
、
た
と
え
条
件(47)

が
満
た
'さ
れ
て
も
生
じ
ぅ
る
逆
転
で
あ

つ

し
か
も
こ
の
部
分
で
は
、
資
本
輸
出
国
で
あ
る
<
:国
の
資
本
ス
ト
.ッ
ク
が
、
対
外
投
資
.の
行
な
わ
れ
る
以
前
よ
り
も
、，.
ョ
リ
大
と
な
り
、
し
た
が 

っ
て
収
益
率
が
ョ
リ
小
と
な
る
こ
と
が
第
3

図
か
ら
読
み
と
れ
る
。
か
く
し
.て
こ
の
部
分
に
お
.い
て
は
、.
対
外
投
資
が
な
さ
れ
る
以
前
に
存
在
す 

る
両
国
.の
収
益
率
の
差
は
、
対
外
役
^
:が
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
か
え
っ
て
拡
大
す
る
と
い
ぅ
変
則
的
な
寒
態
が
発
生
す

る
こ
と
に
な 

る
。
こ
の
よ
ぅ
な
事
態
は
*
第
3

図
よ
り
、
条
件

、
'

(

r 厚

(

Hl
r
f
-

) 

i

が
満
た
さ
れ
る
な
ら
ば
排
除
さ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
と
き
、
図
よ
り
/
'

(ぎ
*
)
<
/
/

•

(

め

と
な
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
す
る
と
、
仮
定

に
よ
り
/
/

(
^
%
)
<
/
6
、(z:B3

で
あ
っ
た
か
ら
、
/
/

(

|^
%)

<

,

と
な
り
、
第
3

図
に
お
い
て
、

G
点
よ
り
右
側
の
^
!
の
み
を
考
慮
す
れ
ば
よ
い 

こ
と
ガ
わ
か
る
。

と
こ
ろ
で(43)

を
利
用
す
る
と
、(

4
0

)

よ
り

^

i
^i
i

^

F

)

Y

、

(

^)

l
/
/
^
B
r

(

み B).

f
 

s
/

(

r

T
今

. 

堇

が
剽
舞
で
き
る
。
こ
の
分
子
は
、
条

件

(
4
7
)

お

よ
び
i

が
満
.た
.さ
れ
る
な
ら
ば
'、
正
の
符
号
を
持
つ
.が
ら
、
全
体
M

と
な
る
か
.負
と
な 

る
力
は
、
分
子
が
正
と
な
る
か
負
と
な
る
.か
、
す
な
わ
ち
第
3

図
で
，.
^
!
が

G

の
左
側
で
あ
る
か
右
側
で
あ
る
か
に
依
存
す
る

。

以
上
の
こ
と 

を
、
次
0-
-
命
題
.に
ま
と
め
で
お
こ
ぅ
0

命

題

三

条

件

(47) 
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(

s

—

m(

s

/

%

(

£
 <

 

+
 fo

r

 

z

b

l

r

+

r

v

r

お
よ
び
条
件(48) 

/
6
、

(

r)

il
A

h

が
同
時
に
満
た
さ
れ
る

'

«r
Co
疫

な
ら
ば
、(
4
0
)

お
よ
び(

4
1
)

よ
り
描
か
れ
る
第CO

因
に
お
い
て
、

G
点
つ
ま
り
/
/

(

r

n

h

に
対
応
す
る
H
点
と
、(

r

r)

に
対
応
す 

対
外
投
資
理
論
の
苒
検
討 

八
L 

(

四
七
C



劃

. 

九
〇

(

四
七1

一

)
る
F
点
と
を
結
ぶ
準
調
な
右
上
り
の(

-
^
<
0

と
な
る)

曲
線
を
う
る
。
そ
し
て
、
も
し
も
体
系(37)

丄

3
9)

に
均
衡
解
が
存
在
す
る
な
ら
ば
、
 

そ
れ
は
必
ず
_
線
玨
&
の̂
範
囲
.内
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

.こ
こ
で
右
の
二
つ
の
条
件
を
、
よ
り
見
や
す
い
十
分
条
件
に
置
き
か
え
て
お
こ
う
。
第
一
に
、
条

泮(47) 

i

、
'
、
、

(

o

o
 f

o
r

^〉

r'(

§

■
つ
I

、
B
国| (

被
投
資
国)

の
収
益
率
通
減
の
程
度
そ
れ
自
体
が
通
減
し
て
い
く
な
ら
ば
、
十
分
に
満
た
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
よ
り
、
 

/
/

(

£
<
/
6、

(

r)

+
/
6
、
、

(

s

r
 
で
あ
り
、
ま
た 

§)

よ

り

、

/
6、

(

r) 

A
 

>

(

r) 

A
^
n
r
シ Ifb'ocbb +

rbycpb 

n

r

b

r

b

 

I 

^

で
あ
り
こ
の
両
式
よ
りfb

パ
f —

 f

l/、{
k
^
r
b
A
-
Y
-
つ
ま
り(

4
7
)

を
う
る
か
ら
で
あ
る
。
第
二
に
、(

4
8
)

は
、

釵
タ 

(51)

つ
ま
り
、
A
国(

投
資
国)

の
貯
蓄
率
が
B
国(

被
投
資
国)
の
そ
れ
を
上
ま
わ
ら
な
い
な
ら
ば
、.
.十
分
に
満
た
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
S

&

A

,

1
 

—

 

s
l ^
H

よ
り
明
ら
力
で
あ
る
む
ろ
ん

coa
>
s
6

で
あ
っ
て
も
、
そ
の
差
が
あ
ま
り
大
き
く
な
け
れ
ば
、(

4
00)

は
成
立
す
る
で
あ
ろ
う
。

体

系

(37)

丨(39)

に
お
け
る
均
衡
点
を
求
め
る
た
め
に
、
残
り
の(

4
2
)

よ
り
、
ん
0&
と
ん
の
間
の
も
う
一
つ
の
関
係
を
見
よ
う
。

(
4
2
)

よ 

り
次
の
式
が
求
ま
る
。

"(

i

r r) 

(52)

た
た
しa

 

-

(
)

は
、a

(
)

の逆
！！

数

で

、(6
a
)

よ
りa

上(
0
)
=
0
,

 

R
-ズ1

)
=
8

お
よ
びa

上
、

>
0

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
第
4
図
は
、
 

七
え
ら
れ
た
t

に
対
し
て
第
3
図
で
求
め
た
；̂
尸
線
ょ
り
b

を
読
み
と
り
、
そ
れ
ら
の
ん
aa
と

^,
に
対
応
し
て
、
：(

5
2

)

よ
り
定
ま
る
tB

を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
条
件(47) (

4
8
)

あ
る
い
は(50) (

5
1
)

が
満
た
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
に
H

S
を
使
っ
て
、(52)

よ
り
求
ま
る 

ん

と

ん

と
の
関
係
を
表
わ
す
曲
線
は
、
第
4

図
の
よ
う
に

単
調
な
右
下
り
の
曲
線
と
な
る
。

こ
れ
は
、

(
5
2
)

を
微
分
し
て
、

皆

■—

 

P
上 

r
 

f
、

 

、

d
r
l
f
s 

{

d
 

+
^
,
v
o 

(53)

(

な
せ
な
ら
、
右

辺

の

(

ぎ)

-

^

-
が
、

(
4
6
)
(
4
7
)
§

お
よ
び

(
4
9
)

よ
り
負
で
あ
る
か
ら

)

と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
確
か
め
ら
れ
よ
う
。
 

以
上
の
こ
と
は
、

体

系

(
3
7
)

丄

3
9
)

に
均
衡
が
存
在
す
る
な
ら
、

つ
ま
り
、

第
斗
図
で
曲
線
H

F

と

曲
線
I

J
が
交
点
を
持
つ
な
ら
、
必

ず

一
 

意
で
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

最
後
に
均
涣
の
存
在
す
な
わ
ち
曲
線
H

F
と
I

J
に
交
点
が
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
。
ま
ず
、
I
点
と
，J
点
が
存
在
す
る
こ
と
は
、生
産
函
数 

の
形
に
対
す
る
仮
定(19)

よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
J
占
，が
F
点
よ
り
も
下
側
に
、
そ
し
て
I
点
が
H
点
よ
り
上
側
に
存
在
す
る
こ 

と
を
確
か
め
れ
ば
十
分
で
あ
る
。
J

4
が
F
点
よ
り
も
下
側
に
来
る
こ
と
は
、
F
点

が(

r
 

r)

に
対
応
し
て
い
る
こ
と
よ
り
た
だ
ち
に
出
て 

来
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
こ
で
麗
と
し
て
い
る
の
は
、(32)

の
ヶ
丨
ス
、

つ
ま
り
/
/

(

r)

<
/
'

(

r)

の
場
合
で
あ
っ
て
、
第

高

で

は

、
•§
!

<
 

妾
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
I
点
が
H
点
よ
り
上
側
に
来
る
こ
と
は
、
条

件(
4
8
)
(

あ
る
い
は(56)) 

/
'

(

^)

队
-

^
つ
ま
り
、
第
斗
図
で
ず
勤 

と
な
る0

と
か
ら
導
か
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、a

-
w
o

で
あ
っ
て
、
か
つ
、
财
点
は
、
H
点
に
対
応
す
f

点
よ
り
も
厳
密
に
上
方
に
あ
る(

I

点 

は
冗
点
よ
り
も
下
方
に
来
る
こ
と
は
な
い

)

か
ら
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
次
の
命
題
が
証
明
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

命
題
四
/
/(

^
a

)

<
/
6、

(

r'
6

)

つ
ま
り
/
a
、

(

l̂
a
*

)

<
/
6、

(

かB*
)
(

み3*川
ド
*
+
^
*)

と
な
る(

3
2

)

の

ヶ

ー

ス

に

つ

い

て

、
条
件(47) 

/6 、(

かB)

丨

f

v

沪
6

.(

あ
る
い
は
条
件

(
5
0
)

 

/
/
、
、

(

$

) >
0

 

f

o

r

r

v

r

)

お

よ

び

条

件

(

4
00) 

/

/

(

ダ

し

(

あ
る
い 

は
条
例

(
5
1
n
6
)

が
同
時
に
満
た
さ
れ
る
な
ら
ば
、
体
系

(
3
7
)

丄

3
9
)

に
は
、
爵
的
に
有
意
味
な
均
衡
解
が
存
在
し
て
、
し
か

U

-*
意
に
定

対
外
投
資
理
論
の
洱
検
討 

L
i 

J

.



九
一
一(

四
七
四)

ま
る
。
そ
こ
で
は
、
対
外
股
資
が
行 

な
わ
れ
る
以
前
の
状
態
と
比
較
し 

ハ
て
、
A
国(

投
資
国)

の
収
益
率
の
水 

準
が
高
く
な
り
、
B
国

(

被
投
資
国) 

の
収
益
率
の
水
準
が
低
く
な
る
こ
と 

.

.を

通

じ

て

両

国

の

収

益

率

の

差

は

縮 

小
す
る
が
、
そ
の
差
は
決
し
て
消
滅 

し

な

い

。

逆

の

.
ケ

ー

ス

(.33)

に
つ
い 

て
も
、
同
様
の
命
題
が
成
立
す
る
。

.

.五
、
小
域
的
安
定
性 

体
系
の
動
学
的
性
格
を
見
る
た
め 

に
は
へ2

S

 —

 C23)

の
基
本
動
学
式 

を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
な 

が
ら
、(20)—

 (
2
3
)

に
は
、
変
数
が 

四
つ
存
在
し
、
ま
た
体
系
が
、
/a
7
と 

//
の

大

小

関

係

に

ょ

っ

て

ス

ィ

ッ

チ 

す
る
可
能
性
を
持
っ
た
め
、

そ
の

ま
ま
で
取
り
扱
う
こ
と
は
、
か
な
り
困
難
で
あ
る
.ノ
本
章
で
は
、(32)

の
ヶ
ー
ス
に
つ
い
て
命
題
四
で
確
立
さ
れ
た
一
意
的
均
衡
の
小
域
的
安
定 

ii
の
み
を
考
察
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

つ
ま
り
、
常

に

/
/
<
/
6
、

が
満
た
さ
れ
続
け
る
よ
う
な
局
所
的
状
態
に
限
定
し
て
議
論
す
る
。
 

均
衡
に
お
い
て
f

お
よ
び
f 

4
 

(
4
1
)

よ

り(
4
3
)
.

の
よ
う
に
、
f

m

f

y

お

よ

び

r

と
表
わ
す
こ
と
が
で
き
る
か 

ら

(
3
2
)

の
ケ
ー
ス
の
均
衡
の
近
傍
に
お
け
る
'動
学
式
は
、
次
の
よ
う
な
、
み
|

ぞ
：
ニ
変
数
の
微
分
方
程
式
と
な
る
。(
2
3
1(

2
2

)

よ
り

r=
〔1

l
a
{
/
i
、

(

«r) 

l
/
c、F
a)

}
r
{
/
a

(

r) 

+
/
6、?

¥(

ぎ)

} I
n
r
p

f
 

丫 f

へ
{
k
m
} —

昏

+

 a{/4、(
£
l
/
/
(
r
)
£
/
a
p
)
+
/
/
(
s
m
(
s

 
J
A
k
&

=
ll
/
6

(

s

—

/
'

(

s

w(

£
T
a
{
/
i
、

(

s

—

/
a、p

)

F
{
/
a

(

r)

+
/
'

(

£
!.
£
} 

J
k
B

こ
れ
ら
を
均
衡
の
近
傍
で
テ
イ
ラ
ー
展
開
し
て
、
二
次
以
上
の
項
を
無
視
す
る
と
、
次
の
線
型
微
分
方
程
式
が
え
ら
れ
る<

务
o か 
W  0

迕 丨 を I
•r r
*  %

£ >

b

 

I

I

*
 

次

F
p
p
F
a
a 

み

た
だ
し
、(

以
下
の
諸
変
数
は
す
べ
て
均
衡
点
で
評
価
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

) 

P

 
川 a

s
、、sa{/a

+
、
'

£

+

(1 —

 

a
K/
、
丨 W

 

の
⑴
丨P

7
%
s
a
{
/
a

+
/
'
m
}
4-(

l 

I a)sa{jv、m
+
/
6
、

气}

W 
⑴ 

l

a

s、、̂

、
。+f

b、 m
}

 +

 asafa、
S

 

川

^

^

^

^

+
/

6
、
i

+
§

a
{

/
%

w
+

/
4
、
m

、
}

 

+

£ .
/

'

—

/

%

w

 

1
/

4
、
、

.
"OL、 f

b、、

s

t

f

へ

m
}

 +

 asp{ f
b
、、m

 +

 f

へ
 m、 }—

n/mf

こ
こ
で
、
最
後
の
等
号
は
、(41) (

4
3
)

お

よ

び(
4
6
)

か
ら
導
か
れ
る
。
 

対
外
投
資
理
論
の
洱
検
討

没

(57)

(58)

(59)

(

6
〇)

九
三
_ (

四
七
.五)



九

四(

四
七
六)

(
5
6
)

の
線
型
微
分
方
程
式
体
系
の
特
性
方
程
式
は
、

\
'p
+
s)

¥(

p
s

—

q
r¥
o 

(

§

と
な
る
か
ら
、
体
系(56)

が
蹇
で
あ
る
た
め
の
必
要
十
分
条
件
、
す
な
わ
ち
が
ー
一
根
と
も
負
の
実
数
部
を
持
つ
た
め
の
必
要
十
分
条
件
モ 

P
+

S
A

O

 

か
つ 

P
S

—
Q

R
V

O

(62)

で
あ
る
以
下
で
は
、
均
衡
の
存
在
と
一
意
性
を
保
証
す
る
十
分
条
件

(47) (
4
8
)
(

あ
る
い
は(50) (

5
1
)
)

が
、

こ
こ
で
も

(
6
2
)

の
戎
立
、
す 

な
わ
ち
体
系
の
小
域
的
安
定
を
保
証
す
る
十
分
条
件
と
な
る
こ
と
を
示
そ
ぅ
。(

$)

は

§
、
v

oを
、(

4
00)

は

H

ド

保

証

す

る 

か
ら
、
第
一
に
、(

3
7
)

あ

る

い

は(
4
S
)

よ

り

(

K

/
丨
又

0
.

だ

か

らp
<
〇

と
な
る
。
第
二
に
、(

4
7
)

お
よ\

 

(
4
S
)

よ
り

参

r

昏

f

h

i

A

,

だ

か

らs
〈

0

で
あ
る
。
第
三
に
、

と
書
け
る
が
、
こ
れ
は(

4
7
)

と

(

4
00)

よ
り
正
と
な
る
。

命

豊

/
/(

r)

<
/
'

(

r)

と

な

る(
3
2
)

の
ヶ
丨
ス
に
お
い
て
、
均
衡
の
存
在
と
一
意
性
を
保
証
す
る
十
分
条
件(

4
7
)

お
よ
び(48) 

(

あ
る
い
は(

5
0
)

お
よ
び(

5

S
は
、
そ
の
均
衡
の
小
域
的
安
定
を
保
証
す
る
十
分
条
件
で
も
あ
る
。
逆
の(

3
3
)

の
ヶ
丨
ス
に
つ
い
て
も
、

I

 

の
命
題
が
成
立
す
る
。

六
、
対
外
投
資
の
過
大
性

■
こ
れ
ま
で
は
、
現

実

の

擊

と
し
て
、
対
外
投
資
.
•総
貯
蓄
比
率
を
、
外

国

と

島

©
収
益
率
.の

蒙

依
存
す
る
函
数
で
あ
る
と
し
て
き
た
。
 

本
章
で
は
そ
の
い
わ
ば
、「

対
外
投
資
比
率」

を
パ
ラ
メ
タ
I
と
し
て
取
り
扱
い
、
投
資
国
の
屋

所
得(

し
た
が
っ
て
消

雇

を

最

大
匕
す

る 

最
適
問
題
を
検
討
す
る
。
た
だ
し
、
塵
と
す
る
状
況
は
、
均
衡
成
長
経
路
S

で
あ
る
と
し
よ
.ぅ
。
結
論
と
し
て
、
通
常
の
対
外
投
資

モ
デ
レ 

と
同
様
に
、
最
適
な
点
に
お
い
て
、
条
件
/
/(

r)

<
/
6、

(

s

が
成
立
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
本
稿
の
モ
デ
ル
で
丈
、
何
ら

力
力
§

れ
な
1
均
衡
状
I
に
r

て

も

/
/

(

r

*)

<
/
'

(

5

と
な
る
か
ら
、

一
般
に
、
対
外
投
資
が
最
適
点
を
越
え
て
過
大
に
な
さ
れ 

る
傾
向
が
あ
る
と
言
ぅ
こ
と
は
出
来
な
い
。

体

系

(
3
7
)
1
(
3
9
)

に
お
い
て
、

ぴ
を
パ
ラ
メ
タ
ー
と
す
れ
ば
、
次
の
よ
ぅ
に
書
け
る
。

(

l
l
a

)

s
a
{
/
fe
L
+
/
/

(

«r)

r
T
3
^
a 

、、
ミ

(63)

5
6
{
/fe
B)

l
/
6、F)

f

T
多
 6 

、〜
，

(
6
4
)

.

运 

a{
f
p
iy
-r fb

、ハk
^y
rb}卩
さ
rb

(
6
4
)

よ

り

(
4
3
)

て
求
め
た
関
係
r
 

J(

£

が
え
ら
れ
る
。
ま

た

(
5
3
)

と

(
6
5
)

よ

り

J

a

J r
f
k
a
b
だ
か
ら
、(

6
5
)

よ
り
、

、
H 

^
~

§
F)) 
+
、
'(

か
B
y
p)=

か
く
て

'&
B 

丨

6
m

 

1

1
ft

が
え
ら
れ
る
。

し
ま
投
資
国
で
あ
る
A
国
の
観
点
ょ
り
す
れ
ば
、
A
国
の
一
人
当
り
国
民
所
得
を(

し
た
が
っ
て
、
 

対
外
投
資
比
率
が
、
最
も
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、

yp ~f

l

^

L
-i
-fh Qc

&yhab 
"-?7l(̂

)

を
、

《
に
関
し
て
最
大
化
す
れ
ば
、
.

対
外
投
資
理
論
の
洱
検
討

i

人
当
り
消
費
量
を)

最
大
化
す
る
よ
ぅ
な

九
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と
な
り
、
こ
れ
と
、(

6
7
)

か
ら
、

w
、

(

s
{
/6、

(
^)

l
/
a、p
a)

}

+

m

F

)

/
%(

々
B) 

= 〇 

(7
0
)

I 

.

が
求
ま
る
。
こ
こ
で
、
条

件

§

が
満
た
さ
れ
て
い
る
办
ら
ば
、
m
、

(

£〉

〇
だ
か
ら
、
結
局/

'
(
£
.
—
/
/
(
r
)
>
0
.

を
う
る
。

命

題

六

A
国
が
投
資
国
と
な
る
場
合
に
、
条

件

(47)(

あ
る
い
は
条
件(

5
0
)
)

が
満
た
さ
れ
る
な
ら
ば
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
成
長
経
路
.の
う

ち
で
、
A
国
のj

人
当
り
国
民
所
得(

し
た
が
っ
て
、
' 一
人
当
り
■
_)

を
最
大
化
す
る
よ
う
な
A
国
に
と
っ
て
の
最
適
対
外
投
資
比
率
が
成
立
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
/
/(

产
し
<
/
6、

(
^)
と
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。、
し
か
る
に
、
前
章
ま
で
の
モ
デ
ル
亿
お
け
る(32)

の
ヶ
ー
ス
で

は
、
条

件

(
4
7
K
4
S
)
(

あ
る
い
は(50) (

5
1
)
)

の
も
と
で
、
均
衡
に
お
い
て
/
/(r

*
)
<
/
6
、p

*
)

が
成
立
す
る
か
ら
、
こ
の
均
衡
に
お
け
る
対
外

投
資
が
、
A
国
に
と
っ
て
の
最
適
点
と
比
較
し
て
、
過
大
と
な
る
か
過
小
と
な
る
か
は
、
確
定
し
え
な
い
。

(

注
1)

ノ
こ
れ
は
、
.通
常
、
対
外
投
資
の
過
大
性
を
示
す
と
き
に
導
か
れ
る
式
/a、=

/
6
、+
r
6
/
6
、、

に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
天
野〔

1〕

根
焊〔

6〕 

等
を
参
照
。

.七
、
最
適
成
長
と
対
外
投
資
.

前
章
で
は
、
あ
る
一
国(

投
資
国)

の
観
点
よ
り
す
る
最
適
な
対
外
投
資
比
率
を
求
め
た
の
で
あ
る
が
、
本
章
で
は
、
世
界
全
体(

両
国)

か
ら
見 

て
最
適
な
成
長
経
路
を
考
え
よ
う
。
こ
こ
で
は
、
両
国
の
対
外
投
資
比
率
と
並
ん
で
、
両
国
の
貯
蓄
率
も
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
パ
ラ
メ
タ
ー
と 

し
て
取
り
扱
う
。
前
章
と
同
様
に
、
問
題
と
す
る
経
路
は
、
常
に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
均
衡
成
長
の
状
態
に
の
み
限
定
す
る
。
た
だ
し
、
#
界
全 

体
の
厚
生
の
水
準
は
、
両
国
の
定
常
的
な
.ー
人
当
り
消
費
量
に
依
存
す
る
も
の
と
し
て
、次
の
よ
う
な
一
般
的
な
目
的
函
数
の
最
大
化
を
考
え
る
。
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u
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■

(7
1
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.
.
.

こ
こ
で
、
ら
お
よ
び
れ

は
、
そ
れ
ぞ
れ
A
国
お
よ
び
昌
の
一
人
当
り
纏
量
を
表
わ
し
て
い
る
。

力
く
し
て
最
適
問
題
は(

2
e
l(

2
3

)

を
考
慮
す
る
と
、
次
の
よ
ぅ
に
定
式
化
で
き
る
。

M
a
x
i
m
i
z
e
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u
(
(
l
i
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ぎ
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ェ
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莫
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l
l
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co
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+
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+
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+
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r
l
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+
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o
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a
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0
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/
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、
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1A
^
IA
1, 

oIA
^
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l 

'

§)

こ
こ
で
、
次
の
よ
ぅ
な
仮
定
を
匱
く
。
.
.
. 

.

仮
定 

I 

u
v
o
, 

U
2>

〇
，

U
u
<
0
,

 

u
x

o

 

for 

C

6>
〇
お
よ
び 

U
U
U

2
1
(
U
12)

V
0

仮
定 

n 

u

o

c 
し
？

8
, 

u

(

f 0
)
=

丨 oo, 

お
よ
び 

u
,
f

0
T
C
O

つ
ま
り
，
こ
の
仮
定
n
は
、
f

全
体
の
観
点
か
ら
し
て
も
、
少
な
く
と
も
ど
ち
ら
か
一
方
の
国
の
纏
が
ゼ
ロ
と
な
る
こ
と
は

許
さ
れ
な
い
こ 

と
を
意
味
す
る
。
し
た
が
.っ
て
、
最
適
状
態
厶
お
い
て
、

対
外
投
资
理
論
の
苒
検
討
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a
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0 

が
成
立
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

問
^

(72)

丨(
8
0
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を
解
く
た
め
に
、
次
のL

a
g
r
a
n
g
e
a
n

を
作
ろ
う
。
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す
る
と
、
以
下
の
最
適
条
件
が
導
出
さ
れ
る
。
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す
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と
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の
よ
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に
な
る
。
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す
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(9 
じ

と

广

る

こ

れ

ら

に(73)

丄

7
6
)

つ
ま
り
ん
か
ら
ん
ま
で
に
関
す
る
最
適
条
件
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

一
般
に
、

0
の
中
の
十
二
领 

の
変
数
を
求
め
る
こ
と
.が
で
き
る
。

m

ぃ

は

k

d

と
な
る
よ
う
な
最
適
状
態
は
、

一
国
が
自
国
所
有
の
資
本
を
自
国
内
に
持
た
な
い

こ
と
を
意
味
す
る

。

ま
た
、
 

 ̂

f

.
 

0

と

な

る

よ

う

な

状

览

は

両

国

が

お

互

い

に

何

ら

対

.外

投

資

を

行

な

わ

な

い

こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
ら
の
状
態
は
、
最
適
条
件 

(84)

丄

9
1
)

お

よ

び(73)

丄

7
6
)

か
ら
導
か
れ
う
る
け
れ
ど
も
、
興
味
の
あ
る
事
態
と
は
言
え
な
.い
。
以
下
で
は
、
最
適
状
態
に
お
い
て
、

.
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p
i
,
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lv
o(
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6

)
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と

な

る

よ

.‘
う

な

場

合

に

.考
察

を

限

定

し

よ5
。
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<
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h
<
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s
a
v
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s
*
v
o 

■

と

な

る

か

ら

、

条

件
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00
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1(

9
1
.

)

核

次

の

よ

う

に

書

け

る
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丨

(
9
7
)

ょ

り
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>0
1 卩
v.
2
ncl
l

〉

0 

、
3
hcj
2

〉

0 

と

な

る

か

ら(
9
9
)

と

(

1
0
3
よ

り

 

U
l
=
U
2

が

導

か

れ

る

う

し

た

が

っ

て

、

(
9
8
)

と

(

1
0
3
か

ら

、

J9 =
/
'

J

s

o 

(

四
八
ニ)

r

>
.p
f
v
Q
そ
し
て
例
え
ば
r

v

oで
あ
る
な
ら
ば
、(

7
3
)
1
(
7
5
)

よ
り
、S

3)

(
9
4
)

(
9
5
)

(
9
6
)

(
9
7
)

(

9
00)

(
9
9
)

(100 ) 

(101 )

(102
)

(103)

(104)

を
う
る
。
ち
な
み
に
、(

9
7
)

と

(
1
0
1
)

の
不
等
号
は
、
お
互
い
に
向
き
が
逆
で
あ
る
か
ら
、
両
方
と
も
厳
密
な
等
号
が
龙
立
せ
ね
ば
な
ら
な
ハ
。

以

上

は

r
v
o
の
場
合
に
つ
い
て
考
察
し
た
の
で
あ
る
が
、
k
i
v
Q
の
場
合
に
つ
い
て
も
、
ま
づ
た
く
同
様
に
考
え
る
な
ら
ば
、(103)

お
よ 

ひ

P
0
4

)

が
や
は
り
成
立
す
る^

6〉
0

か
つ
か4

a
v
o

の
場
合
は
、
以
上
の
ど
ち
ら
の
場
合
に
含
め
る
こ
と
も
で
き
る
か
ら
、
結
局
、
次
の<f& 

題
が
証
明
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

ィ
題
七
.
達
成
可
於
な
均
衡
成
長
状
態
の
中
か
ら
世
界
全
体
の
厚
生
水
準
ci
?'
、O
J

)

が
最
大
と
な
る
も
の
を
求
め
る
問
題(
7
2

)

1

(

3
0

)

に 

丸

レ

て

(

みaa,

か66) >

 0

お

よ

び(

?r
-
a
&
,
lr
a)

lv
o ( +

 0
)

の
よ
う
な
意
味
の
あ
る
最
適
解
が
存
在
す
る
な
ら
ば
、
そ
こ
で
は
C11

=
:
U
2

お
よ
K 

/
a

 

=

>

f

と
し
う
条
件
が
満
た
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
前
者
の
条
件
は
、
世
界
全
体
の
厚
生
に
対
す
る
一
国
の
一
人
当
り
消
費
量 

の
ぽ
界
m
要
度
が
両
国
で
等
し
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
後
者
の
条
件
は
、
資
本
の
収
益
率
が
両
国
で
等
し
く
、
か
つ
そ 

れ
が
両
国
に
共
通
の
成
長
率(

労
働
増
加
率)

に
も
等
し
く
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
こ
で
、(

7
3
)
1
(
7
6
)

よ
り
、

丨 
-
r
p 
ィ Tl

k
p
b

。
。
丨昏
さ
十 
ylra 

だ
か
ら
、
後
者
の
最
適
条
件
/
/=/

'
=
$

は
、

-

o —

>

r
p
+
f
b、
rb 

> 

I fb^bb 
十fafkbp 

,

f 

,
 

f
l
j
.

 ̂

, 

(
1
0
6
)

.

つ
ま
り
、
ど
ち
ら
の
国
に
お
い
て
も
、

一
国
の
貯
蓄
率
と
利
潤
分
配
率
が
等
し
い
.と
い
う
条
件
に
ほ
か
な
ら
な(

4
。
よ
り
正
確
に
は
、

一
国
の 

対
外
投
資
を
含
め
た
I

と
所
得
の
.比
率
が
、
対
外
投
資
収
益
を
も

含
め
た
畠
所
有
の
資
本
の
収
益
と
所

得

の

比

率

绿

し

く

な

け

れ

ば

な

ら
 

な
い
。
こ
れ
は
、
閉
鎖
経
済
体
系
に
お
け
る
通
常
の「

新
古
典
派
定
理」

の
結
果
を
、
ニ
国
モ
デ
ル
に
一
般
化
し
た
も
の
で
あ%

)
。

(

注
1)

同
様
の
最
適
条
^
:は

浜

田

2

第
三
章p. 

6
6
-
6
7

に
お
い
て
導
出
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
こ
で
は
開
放
経
済
で
は
あ
る
が
一
国
の
，̂

が
兮

.祈
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。，
本
章
の
結
論
は
、：
そ
の
ニ
国
モ
デ
ル
の
場
合
へ
の
'拡
張
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
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新
古
典
派
定
理
に
つ
い
て
は
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例
え
ば
、
浜
田
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一

章
等
を
参
照
：の
こ
と
。
：

引
用
文
献

〔

1〕

天

野

明

弘

貴

易

と

成

長

の

理

論一

九
六
四
年
有
斐
閣
。

〔

2

>

浜
田
宏

j

経
済
成
長
と
国
際
資
本
楱
動
'

一
九
六
七
年
東
洋
経
済
。

.

〗

3〕
Inada, K

,

 "
I
n
l
m
l

 in Fixed Capital and the Stability cf Growth Equilibrium" R
e
v
i
e
w

aM
c
o
n
l
c

 Studies, January, 1966. 

〔

4」
icemp. M.C., 

rpure Theory of International Trades 

1964, Prentice-Hall Inc. 

.

〔

5〕
Kindleberger

pP., 
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書

評

経
済
学
史
学
会
編

『
「

資

本

論

」

の

成

立』

任

本
畨
は
、

一
九
六
七
年
、「

資
本
論」

第
一
巻
の
発
刊
一
〇
〇
年
を
記
念
し 

て
、
'経
済
学
史
学
会
が
編
慕
し
た
論
文
集
で
あ
る
。「

資
本
論
.

」

一
〇
〇
年
を 

:

記
念
し
て
い
ろ
い
ろ
な
行
事
が
行
わ
れ
、
あ
る
い
は
特
集
が
現
わ
れ
、
.
ま
た
、
 

こ

れ
を
契
機
と
し
て
、
わ
が
国
に
お
け
る
.マ
ル
ク
ス
主
義
研
究
は
一
層
盛
ん
に

 

な
っ
て
い
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
ょ
ぅ
な
贵
的
な
発
展
は
真 

に
質
的
な
深
化
に
支
え
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
わ
た
く
し
は
、
い 

ま
、
こ
の
論
文
集
を
ょ
み
終
っ
て
、
そ
の
他
の「

資
本
論」

の

「

特
集」

、
た 

と

え

は

「

思
想」

、「

唯
物
史
観」

あ
る
い
は「

経
済」

な
ど
の
そ
れ
と
は
ち 

が
っ
た
独
^

:
の
も
の
を
し
み
じ
み
と
味
わ
っ
た
こ
と
を
感
ず
る
。
そ
れ
は
一
体 

ど
こ
か
ら
く
る
の
で
あ
ろ
ぅ
か
。
何
と
い
っ
て
も
そ
れ
は
、
そ
の
き
わ
め
て
ユ 

ニ
ー
ク
な
編
集
方
針
に
お
い
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
文
ま 

ず
、「

资

論

j

の
解
説
的
論
文
の
•
収
集
で
は
な
い
こ
と
が
も
っ
と
^

特
徴
的 

で
あ
り
、
痂

代
表
幹
事
が
序
文
に
お
い
て
の
ベ
て
い
る
ょ
ぅ
に
、
今
ま
で
あ
ま 

り
か
え
り
み
ら
れ
な
か
っ

た
学
者
や
思
想
家
で
あ
っ

て
、

マ
ル
ク
ス
主
義
形
友

.
に
き
わ
め
て
重
要
な
影
響
を
あ
.た
え
た
人
々
の
発
掘
と
い
う
点
で
も
注
目
す
ベ 

き
で
あ
る
。

レ
ー
一1

ン
の
古
典
的
規
定「

イ
ギ
リ
ス
の
古
典
派
経
済
学
、
ド
イ 

ツ
の
古
典
哲
学
、
フ
ラ
ン
ス
.の
革
命
的
諸
学
説
と
結
び
つ
い
た
フ
ラ
ン
ス
社
会 

主
義」

に
よ
っ
て
、「

資
本
論」

の
思
想
史
的
背
景
と
し
て
、.

イ
ギ
リ
ス
、

フ 

ラ
ン
ス
お
よ
び
ド
イ
ツ
を
と
り
あ
げ
、
.
さ
ら
に
、「

資
本
論」
形
成
史
上
に
お 

け
る
一
八
四
〇
年
代
、
五
〇
年
代
お
よ
び
六
〇
年
代
の
諸
問
題
を
あ
っ
か
っ
て 

い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
最
後
に
、「

資
本
論」

第
一
巻
の
反
響
を
、
ド
イ

ツ
、

ロ
シ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
お
よ
び
フ
ラ
シ
ス
に
つ
い
て
あ
つ
か
っ
て
い
る
。

第
I

部

『

資
本
論』

の
思
想
史
的
背
景
の
I

、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、
涯 

部
久
蔵
氏
は「

リ
カ
ー
ド
派
社
会
主
義
と
マ
ル
ク
ス——

『

資
本
論』

前
史
と 

し
て
の
リ
カ
ー
ド
派
社
会
主
義
お
よ
び
と
く
に
ジ
ョ
ン
•
フ
ラ
ン
シ
ス
•
ブ
レ 

イ
の
見
解
の
意
義
に
つ
い
て」

，に
お
い
て
、
.ま
ず
リ
カ
ー
ド
ゥ
派
社
会
主
義
の 

理
論
と
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
研
究
に
っ
い
て
ふ
れ
、
彼
の
経
済
学
研
究
の
出
発 

点
と
も
い
.
う
べ
き 
一
A

四
四
年
の

r

経
済
学
H

哲
学
手
稿」

に
た
い
す
る
理
論 

的
影
響
と
し
て
は
、

マ
ル
ク
ス
に
よ
っ
て
、
リ
カ
ー
ド
ゥ
派
社
会
主
義
者
の
文 

献
が
は
じ
め
て
読
ま
れ
て
抜
萃
さ
れ
た
の
が
一
八
四
五
年
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か 

ら
、
問
題
に
な
ら
な
い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
る(

六
I

七
頁)

。
ま
た
こ
の
時
点
に 

お
い
て
仮
り
に
、
そ
の
理
論
が
マ

ル

ク

ス
に
何
ら
か
の
影
響
を
及
ぼ
し
た
に
せ 

よ
、『

経
済
学=

哲
学
手
稿』

の
段
階
で
は
、
そ
の
理
論
的
中
核
が
、
疎
外
論 

を
基
礎
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
多
分
に
観
念
的
.

思
弁
的
で
あ
っ
て
、
有
効
な 

成
果
を
生
ま
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
.五
〇
年
代
に
お
け
る
経
済
学 

.の
本
格
的
研
究
、
六
〇
年
代
初
期
に
■お
け
る
剰
余
価
値
学
説
史
の
執
筆
の
過
程 

.で
、
そ
れ
は
次
第
.に
重
要
な
役
割
を
演
ず
る
.よ
う
.に
な
り
:'

そ
の
な
か
で
も
、

j

〇
三

(

四
八
五)


